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1 はじめに 
本管理システムは、LIR（Local Internet Registry）と呼ばれる組織（一般にはバックボ

ーンプロバイダなどの 1次 ISP）が、IPv6アドレスを RIR（Regional Internet Registry）

から IPv6アドレスの分配を受けた後の IPv6アドレスの再割り振りや割り当てデータ

の管理および RIRへの申請処理をサポートするもので、主に LIRでの利用を想定し

ています。また、その適用範囲は、下図 1 に示す「システム適用範囲」をカバーし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 

現時点で本システムは RIR との連携機能にフォーカスし、基本的な機能を実装した

コアシステムとなっています。本システムにおける機能実装範囲をご理解の上、必

要に応じて改変を加えることで、貴殿の業務形態に合わせてご利用ください。 

 

なお、今後は、本システムの適用対象範囲の拡大と利便性の向上のための機能実装

を行う予定になっています。 
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2 管理ツールの概要 
本システムの利用に関連のあるプレーヤー及び本システム上でユーザが利用する機

能項目を表１～3に示します。主な利用ユーザは、LIRとなる ISPや企業ユーザとな

ります。ただし、一部申請系の機能に関しては、LIRの顧客（LIR組織内部署である

場合もある）である割り当て実施組織が利用することになります。 

 

利用プレーヤー 

ユーザ 概要 

RIR APNICをはじめとする地域インターネットレジストリ。RIRに対し

て、IPv6アドレスの割り振りを行う。 

LIR RIR から IPv6 アドレス空間の割り振りを受け、そのアドレスを 2

次 ISPに再割り振りを行う、または、自らの顧客に割り当てを行う

ISPや企業など 

割り当て実施組織 LIRから IPv6アドレス空間の再割り振りを受け、そのアドレス空間

の中から、顧客に対して割り当てを行う組織。LIR の顧客である 2

次 ISPの場合や、LIR組織内の部署の場合もある。 

エンドユーザ 割り当て実施組織から IPv6アドレスの割り当てを受ける組織。LIR

が自組織向けネットワークに割り当てを行う場合も、エンドユーザ

に該当する。 

表 1 

 

プレーヤーと機能 

 申請系 上位レジストリ連携系 逆引き DNS委譲系 

RIR 
（APNIC等） 

－ － － 

LIR 
（ISP、企業等） 

○ ○ ○ 

割り当て実施組織 
（LIR内組織、2次 ISP）

○ － － 

エンドユーザ 

 
－ － － 

表 2 
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機能概要 

機能 概要 

申請系 IPv6アドレスの割り当て等、LIRと割り当て実施組織との

間で必要となる業務連携をサポートする機能 

上位レジストリ連携系 エンドユーザに対して IPv6 アドレスが割り当てされた際

に APNIC等の RIRの WHOIS DBへの登録をサポートす

る機能 

逆引き DNS委譲系 LIRが割り当て実施組織に対して再割り振りを行った際、

そのアドレス空間に関する DNSの逆引きゾーンの委譲を

割り当て実施組織に対して行うための設定をサポートす

る機能 

表 3 
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3 システム利用イメージ 
3.1 申請系/上位レジストリ連携系 

申請系/上位レジストリ連携系業務におけるシステム利用イメージを図 2 に示

します。LIR、割り当て実施組織共にWebインタフェースを経由して、それぞ

れに与えられたログイン ID、パスワードを用いてシステムにログインし、本

ツールを利用します。 

 

割り当て実施組織が、エンドユーザに IPv6アドレスの割り当てを行った際に

本システムに割り当て情報の登録を行うと LIR の業務担当者に対して、割り

当てが実施されたことの通知と APNICに対して行わなければならない割り当

て登録用の電子メールフォームを送付します。LIRの業務担当者は、その電子

メールをメールソフトにカット&ペーストして APNIC 指定の電子メールアド

レスに送付することで、一連の割り当て処理を完結することが可能となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 

 

 管理ツール適用範囲

RIR
(APNIC)

LIR
（ISP、企業等）

割り当て実施組織
（LIR内組織、2次ISP）

割り当て実施組織
（LIR内組織、2次ISP）

割り当て実施組織
（LIR内組織、2次ISP）

DB

割り振り
/32～

再割り振り
/40(ex.)

再割り振り
/38(ex.)

再割り振り
/36(ex.)

割り当て
/48（複数subnet）

割り当て
/64(1subnet）

割り当て
/128(1host）

・再割り振り申請
・逆引きDNS設定
・割り当て登録・割り振り申請

・割り当て登録

JPNIC

IPv6推進協議会

IANA
(ARIN)

ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ

ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ

ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ

申請フォーマット出力



 

LIR向け IPv6アドレス管理ツール機能ガイド 
 

7 
 

 

3.2 逆引き DNS委譲系 

逆引き DNS委譲系におけるシステム利用イメージを図 3に示します。LIRか

ら割り当て実施組織に対する IPv6 アドレス空間が割り振られた時点で、LIR

側 DNS に登録可能な DNS 逆引きゾーンが生成されます。そして、割り当て

実施組織側の逆引き委譲を受けることが可能な DNSが設置され、割り当て実

施組織が本システムから逆引き DNSの登録を行うことで、LIR側の DNSから

逆引きゾーンの委譲が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 

 

 

3.3 WHOIS参照系 

現バージョンでは、本システムからのWHOISデータの登録や参照は、行うこ

とはできません。上位レジストリ連携機能を利用して登録された APNIC 

WHOISデータベースの情報は、UNIXコマンドでの参照やWebインタフェー

スの情報参照ページを閲覧することで、登録されている情報の確認を行いま

す（図 4）。 
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図 4 

管理ツール適用範囲
（RIRへのリンク機能のみ）
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4 管理ツール適用範囲と業務の流れ 
4.1 凡例 

次節以降で示す業務の流れの凡例を図 5 で示します。これらは、いずれも標

準的な業務の流れであり、貴殿の業務形態に合わせて適宜見直しを行って下

さい。 

開発範囲

中業務(Proces)

小業務(Activity)小業務(Activity) DQ Num.
ドキュメント

組織

送信方向

小業務(Activity)小業務(Activity)

組織

ドキュメント群ドキュメント群ドキュメント群
ドキュメント群ドキュメント群ドキュメント群

小業務(Activity)小業務(Activity)

小業務(Activity)小業務(Activity)

空間的な広がり（組織、部署）

時
間
の
経
過

各組織の相互依存関係の時間推移を視覚的に表現したもの。

コメント

作業上の注釈

データベース
or
紙ファイル集

小業務(Activity)小業務(Activity) ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

 

図 5 
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4.2 APNIC入会申請 

APNIC 入会時の業務の流れを図 6 で示します。この業務では、本システムか

らは適用範囲外となります。IPv6 アドレスの割り振りを受けるために必要と

なる APNIC入会申請は、http://www.apnic.net/member/membersteps.html 等を参

照の上、入会処理を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 
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4.3 新規割り振り/追加割り振り（RIR->LIR） 

LIR が、RIR へ IPv6 アドレスブロックを新規もしくは追加で割り振り申請す

る場合のフローを図 7で示します。本システムでの対象範囲は、LIRが割り振

り内容をデータベースへ登録するところから、DNS へファイル転送を行うと

ころまでとなります。 

 

LIRは、申請書を作成し、電子メールにて RIRに送付します。RIRは、受理し

た申請書の内容を審議し、必要に応じて LIR に対して電子メールにて問い合

わせを行います。RIR は、割り振りの内容を電子メールにて LIR に通知しま

す。LIRは、自身の持つ管理システムを使用して割り振り内容をデータベース

へ登録します。その際、管理システムは逆引きのゾーンファイルを生成し、

LIR の持つ DNS に対してファイルを転送します。DNS への登録完了後、LIR

はRIRのWebインタフェースより逆引き委譲の依頼を行い、それを受けたRIR

は、RIRの持つ DNSに対して逆引き委譲の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 
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4.4 割り振りブロック返却（RIR->LIR） 

LIRが、RIRへ IPv6アドレスブロックを返却する場合のフローを図 8で示しま

す。この業務は、本システムでは適用範囲外となります。 

 

LIR は、返却の申請書を作成し、電子メールにて RIR に送付します。RIR は、

必要に応じて LIR に対して電子メールにて問い合わせを行います。割り振りブ

ロック返却後、RIR は手続きが完了したことを電子メールにて LIR に通知しま

す。LIRは、Webインタフェースにて RIRへ逆引き DNS委譲解除の依頼を行い、

RIRは DNSの逆引き委譲解除の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 
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4.5 再割り振り（LIR->割り当て実施組織） 

LIR が、その下部組織である割り当て実施組織に対して IPv6 アドレスブロッ

クを再割り振りする場合のフローを図 9 で示します。本システムでの対象範

囲は、LIRが再割り振りを行う箇所と、割り当て実施組織が逆引き DNS設定

の依頼を行い、ゾーンファイルが生成されるところになります。 

 

LIRは、割り当て実施組織からの回線申込書等とあわせて、エンドユーザに対

して再割り振りが行える割り当て実施組織の登録を行い、その際の補足情報

などを基に割り当て実施組織への最割り振りを行います。その際、ｄ管理ツ

ールは、割り振り内容を電子メールにて自動的に割り当て実施組織へ通知し

ます。割り当て実施組織は、自身の持つ DNSに対して設定を行い、設定完了

後Webインタフェースより逆引き DNS委譲の設定を行います。その際、管理

システムは、ゾーンファイルを生成し、LIR自身の持つ DNSに対して逆引き

委譲の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 
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4.6 割り当て実施組織解約（LIR->割り当て実施組織） 

割り当て実施組織解約のフローを図 10で示します。本システムでの対象範囲

は、LIRが解約処理を行い、DNSの設定変更を行うところまでになります。 

 

割り当て実施組織は、回線の解約などとあわせて解約の申し込みを LIR へ送

付し、LIRは内容確認後、管理システムにて割り当て実施組織解除の設定を行

います。その際、管理システムにて、登録済みの割り当て情報や逆引き DNS

の委譲設定などを一括で削除することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 
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4.7 再割り振りブロック返却（割り当て実施組織->LIR） 

割り当て実施組織が、LIRに対して再割り振りブロック返却を行う場合のフロ

ーを図 11で示します。本システムでの対象範囲は、割り当て実施組織が割り

振りブロック返却の申請を行うところから、管理システムが DNSの設定変更

等を行うところまでを網羅します。 

 

割り当て実施組織は、Web インタフェースから再割り振りブロックの返却申

請を行います。その際管、理システムは LIR へ返却結果を電子メールにて自

動的に通知し、LIRの DNSに対し NSレコードの削除等の処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 
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4.8 割り当て（割り当て実施組織->エンドユーザ） 

割り当て実施組織が、エンドユーザに対して割り当て実施を行う場合のフロ

ーを図 12で示します。本システムでの対象範囲は、割り当て実施組織が割り

当て情報の参照・設定変更をし、LIRへ割り当てを通知するところまでになり

ます。 

 

エンドユーザより割り当て実施組織に対して割り当ての申し込みが行われま

す。割り当てサイズが/48 以下の空間の場合、Person obj を作成し、電子メー

ルにて RIR へ登録申請します。（/48 以上の場合は次頁の割り当て審議へ）割

り当て実施組織は、Web インタフェースより割り当て一覧を参照しながら、

割り当て登録作業を実施します。その際、登録情報は管理システムより電子

メールによって自動的に LIR に通知され、LIR は RIR に対して電子メールに

て inet6num 登録の申請を行います。割り当て実施組織は、割り当て通知をエ

ンドユーザに対して行い、自身の持つ DNSに対して逆引き委譲の設定を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 
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4.9 割り当て審議（割り当て実施組織->RIR） 

割り当て実施組織が、LIR を通して RIR に割り当て審議の申請を行う場合の

フローを図 13で示します。この業務は、本システムでは適用範囲外となりま

す。 

 

割り当て実施組織は、電子メールにて Second Opinion申請を LIRへ送付し、

LIRはさらに RIRへ申審議請します。RIRにて申請内容を審議し、必要があれ

ば電子メールにて割り当て実施組織に内容の確認を行います。割り当て審議

にて承認後、RIR は LIR へ電子メールにて通知を行い、さらに LIR は割り当

て実施組織に対して電子メール等により通知を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 
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4.10 割り当て済みアドレス返却（エンドユーザ->割り当て実施組織） 

エンドユーザより割り当て実施組織へ割り当て済み IPv6アドレス返却を行う

場合のフローを図 14で示します。本システムでの対象範囲は、割り当て実施

組織が割り当て情報の参照・返却申請を行い、管理システムが LIR へ割り当

てを通知するところまでになります。 

 

エンドユーザは、割り当て実施組織へ解約を申請します。割り当て実施組織

は、Web インタフェースより割り当て一覧を参照し、返却申請を行います。

その際、管理システムは、LIRへ返却申請情報を電子メールにて自動的に通知

します。LIRは、RIRに対し電子メールにて返却申請を行い、RIRはデータベ

ースより登録情報を削除します。また、割り当て実施組織自身も DNSの逆引

き委譲の解除設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 
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4.11 割り当て実施組織情報変更（割り当て実施組織->LIR） 

割り当て実施組織が、自身の組織情報を変更する場合のフローを図 15に示し

ます。本システムでの対象範囲は、割り当て実施組織が組織情報を確認・変

更する箇所を網羅します。 

 

割り当て実施組織は、Web インタフェースにて LIR の管理システムに登録済

みである自身の組織情報を確認し、引き続き割り当て実施組織情報の変更を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 
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4.12 逆引き DNS設定情報変更/解除（割り当て実施組織->LIR） 

割り当て実施組織が、逆引き DNS 設定を変更/解除する場合のフローを図 16

に示します。本システムでの対象範囲は、割り当て実施組織が、逆引き DNS

設定を参照・変更するところから、DNS の設定を変更するところまでを網羅

いします。 

 

割り当て実施組織は、Webインタフェースにて登録済みである逆引き DNS情

報を確認します。そして、引き続き逆引き DNS 情報の変更/解除を行います。

その際、管理システムは、逆引き DNSのゾーンファイルを生成し、LIRの逆

引き DNS設定を変更/解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 
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4.13 inet6num（ネットワーク情報）変更（割り当て実施組織->LIR） 

割り当て実施組織が、inet6num（ネットワーク情報）を変更する場合のフロー

を図 17に示します。本システムでの対象範囲は、割り当て実施組織が inet6num

の情報を参照・変更する箇所から、管理システムが LIR へ設定変更の通知を

出す箇所までを含みます。 

 

エンドユーザより設定変更の依頼を受け、割り当て実施組織は Web インタフ

ェースにて管理システムに登録済みの登録状況を確認し、登録情報を変更し

ます。その際、管理システムは、LIRへ電子メールにて変更情報を自動的に通

知します。LIRは、変更申請を電子メールにて RIRへ提出します。RIRは、デ

ータベースの内容を変更した後、LIRへ完了通知を出します。LIRは、完了を

割り当て実施組織へ通知し、割り当て実施組織はそれをさらにエンドユーザ

へ通知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 
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4.14 person obj（担当者情報）変更（割り当て実施組織->LIR） 

割り当て実施組織が、person obj（担当者情報）を変更する場合のフローを図

18に示します。この業務は、本システムでは適用範囲外となります。 

 

エンドユーザより person obj（担当者情報）設定変更の依頼を受け、割り当て

実施組織は、電子メールにて LIR へ申請します。LIR は、さらに RIR へ電子

メールにてそれを申請し、RIR は変更完了後、完了の通知を LIR へ送付しま

す。LIRは完了通知を割り当て実施組織へ送付し、割り当て実施組織はさらに

エンドユーザへ完了通知を送付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 
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